
令和３年度 長野県障がい者社会参加推進センター 事業実績 

 

 

実 施 事 業 等 実 施 内 容 

 

○障がい者社会参加推進協

議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 令和３年７月２０日（火） 

  場所：長野県庁 ３階 特別会議室 

  ○令和２年度事業報告 

  ○令和３年度事業計画 

・障がい者福祉団体地域連絡会議について 

 ・知事との懇談会について 

 

 

２ 令和３年９月２１日（火） 

場所：長野県庁 西庁舎 １階 １１０号会議室 

  ↓ 

新型コロナウイルスの第５波の感染拡大に招集を中止

して、書面より実施した。（R3.9.8付け中止通知） 

○障がい者福祉団体地域連絡会議の実施要項の決定 

○知事との懇談会について 

○障がい者共生社会づくり条例について 

 

 

３ 令和３年１１月２５日（木） 

  場所：長野県庁 西庁舎 １階 １０９号会議室 

○長野県の自殺防止対策について 

  県の保健・疾病対策課 松本企画幹から説明 

○知事との懇談会の要望（案）について 

 （要望事項の確認と確定） 

○知事の懇談会の開催日程について 

○障がい者福祉団体地域連絡協議会結果について 

 

 

４ 令和４年２月１日（木） 

  場所：長野県庁 ３階 特別会議室 

      ↓ 広い会場に変更 

     長野県庁 西庁舎 １１１号会議室 

○知事との懇談会  １４：００から 

      



 

 

新型コロナウイルスの感染が拡大してきたことか

ら、１月２０日に、知事懇談会の開催中止を県に申し

入れた。 

  ○障がい６団体からの知事要望書については、 

   令和４年２月１日付けの要望書を県に提出した。 

   （令和４年１月２０日に県に送付） 

 

（要望内容） 

・実効性のある差別解消のための条例の早期制定 

・長野県社会福祉総合センター（仮称）の早期再建 

・市町村ごとに身体障害者相談員が設置されること 

  ・「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法

律」に関して、障害当事者の意見を反映すること 

  ・医療等に対応できるグループホームの設置、運営を

しやすくしていただきたい 

  ・困りごと相談、悩み事相談ができる、専門の電話受

付窓口の設置 

  ・感染症流行時における知的障がい者の居場所の確保 

  ・精神疾患をお持ちの方の「人権擁護」を進めるため、

偏見と差別の除去の取り組み 

  ・疾患の基本の「基本知識の普及（対話の仕方・対応

の仕方）」を 

   

  ○県知事から令和３年２月３日付けの「要望への回答

書」が、郵送で届く。 

    障がい６団体には、メールにより回答書を周知 

 

 

５ 令和４年２月２４日（木） 

場所：長野県庁 議会増築棟４階 ４０１号会議室 

 

新型コロナウイルスの感染が拡大していることから

開催を中止し、書面会議とした。 

（R4.2.10付け中止通知） 

 

○知事要望の県の回答書 

○障がい者福祉団体地域協議会の発言・回答要旨 

を郵送し、 



障がい者社会参加推進協議会の 

   ・令和３年度の反省 

 ・令和４年度に向けた要望 の提出を求めた。 

 ➡ 特別な反省、要望はありませんでした。 

 

  

 

○障がい者福祉団体地域連

絡会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長きにわたって私たち障がい者の切なる要望である、差

別解消のための県条例が制定されます。 

この条例を真に実効性のあるものにするために、「障害者

差別解消法」の周知、啓発が徹底されていない現状を見極

め、障がい者が一丸となって取り組んでいく必要がありま

す。 

そのために、条例制定の現状と「差別解消法」について

の具体的事例等を学習していくとともに、当面する諸課題

について協議するため､障がい者福祉団体代表者による地

域連絡会議を開催しました。 

 

（開催日時・場所等） 

１ 令和３年１１月１０日（水） 

  場所：伊那市 伊那市福祉まちづくりセンター 

  （講師） 

   長野県健康福祉部障がい者支援課 

課長補佐兼施設支援係長   若林  剛 氏 

長野県健康福祉部障がい者支援課 

  共生社会づくり推進員   依田 哲郎 氏 

 

２ 令和３年１１月１１日（木） 

  場所：上田市ふれあい福祉センター 

  （講師） 

   長野県健康福祉部障がい者支援課 

課長補佐兼在宅支援係長   松本 明久 氏 

長野県健康福祉部障がい者支援課 

 共生社会づくり推進員   依田 哲郎 氏 

 

３ 令和３年１１月１５日（月） 

  場所：松本市 松本市総合福祉センター 

  （講師） 

   長野県健康福祉部障がい者支援課 

課長補佐兼自立支援係長   大内 貴子 氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第３６回障害者による書

道・写真全国コンテスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県健康福祉部障がい者支援課 

 共生社会づくり推進員   依田 哲郎 氏 

 

４ 令和３年１１月１９日（金） 

  場所：長野市 長野県社会福総合センター 

  （講師） 

   長野県健康福祉部障がい者支援課 
課長補佐兼 
障がい者スポーツ支援係長  田嶋 弘之 氏 

長野県健康福祉部障がい者支援課 

 共生社会づくり推進員   依田 哲郎 氏 

 

※ 開催実績及び４地区会議での参加者からの質問・

発言要旨    別添３ 

 

 

 

 

全国障害者総合福祉センターが実施する「第３６回障害

者による書道・写真全国コンテスト」の障がい者への周知

及び募集を行った。 

長野県からの依頼を受け、長野県内の応募作品の取りま

とめや、作品の送付等の業務を、「長野県障がい者社会参加

推進センター」が実施しました。 

 

１ 応募周知通知 令和３年７月１６日 

２ 応募期限   令和３年９月２１日 

３ 長野県応募数 

   写真： １作品、携帯フォト：なし、書道：なし 

  全国応募数 

   写真：131作品、携帯フォト：60作品、 

書道：843作品 

４ 審査結果（長野県） 

   写真部門 金賞１名 

   （全国   金賞 10名、銀賞 10名、銅賞 17名） 

 

 

５ 全国障害者総合福祉センターが発行している機関紙

「戸山サンライズ ２０２２年第２９１号」の表紙 写

真に、長野県から応募した次の作品が採用されました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

○障がい６団体への周知、

及び、意見・要望のとり

まとめ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真部門 金賞 「春雪に耐える しだれ栗」 

   応募者  下伊那郡高森町 金 森 悦 三 

    

※機関紙「戸山サンライズ ２０２２年第２９１号」の 

掲載状況（第３６回障害者による書道・写真全国コンテ

スト結果発表）   別添４ 

 

 

 

１ 県建設部長からの周知依頼により 

  松本平広域公園陸上競技場整備事業に係る基本設計

（案）について照会し、障害６団体からの意見・要望を

取りまとめた。 

   照会通知 令和３年６月２１日 

   県へ意見・要望を提出 令和３年７月１２日 

 

   令和４年２月１６日に県視覚協会から追加要望があ

り、詳細設計に間に合うかどうかは別として、２月 

１８日に、県施設課に要望事項を伝達した。 

 

 

２ 県障がい者支援課からの周知依頼により 

  県や国の「新型コロナウイルスワクチン接種に関する

障がい者への配慮について」の対応状況を、情報共有す

るため、障がい６団体に周知した。 

   周知通知 令和３年６月２４日 

 

 

３ 県健康福祉部長からの募集の周知依頼により 

  ボッチャ競技大会「パラウェーブ NAGANOカップ 2021」

参加チーム募集について、障がい６団体に周知した。 

   周知通知 令和３年１１月１日 

 

 

４ 県健康福祉部 保健・疾病対策課からの依頼により 

 「長野県の自殺防止対策について」令和３年１１月２５

日開催の長野県障がい者社会参加推進協議会の協議事

項とし、現状や課題等について県から説明を受け、協議・

話し合いを行った。 



 


